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一般会計及び３特別会計、２企業会計の補正予算を編成し、６月５日議案提出 

                    （会期：６月２９日までの２５日間の予定） 

 

 

 

■一般会計補正予算（第１号） 

  補正額   ２，６２６万円 （補正予算後 ３２６億 1，６２６万円） 

 

◆エコエネルギーセンター修繕等、緊急的な経費を追加 

 

 

◎ エコエネルギーセンター緊急修繕  （説明資料 P.4） ２，４１５万円 

      発酵タンク下部に浸透する水質を調査の結果、発酵消化液成分の混入を確認したことから、 

浸透水の基礎下への侵入、流出を防ぐ緊急工事を実施。 

併せて周辺河川流域における水質成分検査の定期観察を実施。 

 

・止水壁設置工事（コンクリート壁）      2,300 万円 

・水質検査等委託料               115 万円 

 

※内側に溜まった消化液を受入槽へ戻すためのポンプ循環、周辺の水質成分調査は予備費で緊

急対応（支出見込：893 万円） 

  ・発酵槽（タンク）漏水調査･･･漏出箇所、タンク周囲掘削、バルブ水路下部掘削調査 

  ・発酵槽復旧工事･･･循環排水構築施工、集水マス設置、単管屋根設置等 

  ・水質検査･･･周辺河川の上下流域検査等 

 

 

◎ 弥栄社会体育館前転倒事故に係る賠償金  （説明資料 P.4） １２６万円 

      弥栄社会体育館前の側溝の溝蓋腐食による歩行中の事故に対する賠償金。 

 

 

 

 

 

平成２９年京丹後市議会６月定例会提出補正予算 

報 道 資 料 
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■一般会計補正予算（第２号） 

  補正額   ３億７，８２１万円 （補正予算後 ３２９億９，４４７万円） 

 

◆今回の補正予算は、第２次京丹後市総合計画・基本計画の重点項目の更なる推進に向

けた取組み等を追加 

◆国府補助事業等の採択等に伴う事務事業なども追加 

 

 

凡例：◎＝新規、●＝拡充 

 

 

 

 
 地元産食材を活用した商品開発や食のブランド化に向けた支援をはじめ、啓発物の作成等のプ

ロモーション活動等を実施し、京丹後ならではの旬やこだわりの食・料理でもてなす「美食観光」

を推進 

 

〈１〉地産来消
ちさんらいしょう

の推進（地元産食材の調査・発掘） ９７万円  

地産来消･･･地域で産出された食材を、来訪された方が、その地域の店や旅館等で消費

すること。 

 

◎ 地元産食材の情報収集事業 （説明資料 P.20） ９７万円 

      京丹後ならではの旬やこだわりの食・料理でもてなす美食観光の推進にあたり、地元産食

材を活用した食のブランド化に向けた支援、食材の PR 活動等を実施。 

 

・1 次産品データ（カキ等）取得経費       26 万円 

・農産物の情報収集データ作成          61 万円 

・職員旅費、事務費等              10 万円 

 

 

〈２〉商品化・ブランド化の実現      １２８万円  

◎ 農産物流通チャレンジ支援事業補助金 （説明資料 P.20） １００万円 

      地元産食材の流通体制や販売力を強化するため、市内における新たな販路開拓や流通方法

の取組にチャレンジする農業者等を支援。 

      ・補助対象者：農業者が過半数を占めた 3 人（戸）以上の組織 

      ・補助対象経費：1 次産品の流通や販路開拓に要する経費 

      ・補助率：対象経費の 2／3 以内（補助上限額 20 万円） 

 

◎ スイーツ食材 PR 事業 （説明資料 P.20） ２０万円 

      市内農産物を使ったスイーツのブランド化と高付加価値化を推進するため、PR 等を実施。 

    ・スイーツ PR 諸材料費、職員旅費等 

～ 美食観光のまちづくり ～ 農商工観連携で推進 
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◎ 京丹後産米ブランド推進事業 （説明資料 P.20） ８万円 

      京丹後でとれた米の知名度・評価の更なる向上を図り、ブランド化を推進するため、京丹

後産米の PR を実施。 

      ・京丹後産米の PR 物品（展示パネル、試供用米袋等）経費等 

 

 

〈３〉販売・プロモーションの強化     ７５２万円   

◎ 食の魅力発信事業 （説明資料 P.28） ３７０万円 

      国内外の旅行関連会社や旅行メディア等を招聘して食に関するファムツアーの開催を支援

するほか、海外や都市部における商談会、展示会等で、本市の食の魅力を発信。 

・ファムツアー兼商談会開催補助金        300 万円 

 （開催予定：9～10 月頃） 

・商談会、展示会、美食マルシェ参加経費      70 万円  

 

◎ 「美食のまち」のイメージ発信経費 （説明資料 P.28） ３７４万円 

      「美食のまち」のイメージ発信及び市内における本取り組みの機運を醸成するため、統一

したデザインの看板、のぼりを作成、設置 

・美食のまち啓発看板（2 基）        281 万円 

・美食のまち啓発のぼり（4 種類、650 枚）  93 万円 

 

◎ 政策企画委員（デザインアドバイザー）設置 （説明資料 P.28） 8 万円 

      美食観光を統一感あるデザインで推進するためアドバイザー（1 人）を設置。 

・デザインアドバイザー報酬等（7 月から設置予定）  8 万円 

 

 

 

 

 

 〈1〉未来を担う若者が考える”住みたい” まちづくり 

◎ 「(仮称)京丹後未来会議」の創設 （説明資料 P.10）   ４８０万円 

     市の未来を担う若者世代が自ら「住みたいまち」、「働きたいまち」づくりへのアイデア創発

や実践を行うための、参加型ワークショップ形式による自由で活発な意見交換を行う場として、

「(仮称)京丹後未来会議」を創設（設立予定：平成 29 年 7 月）。 

 

   ・委託先（予定）：特定非営利活動法人グローカル人材センター 480 万円 

事業内容： 

ワークショップの企画、開催 

外部人材との交流（京都市内経済人及び学生とのワークショップを予定） 

アイデア事業化のためのセミナー開催 

 

 

～人口減少対策に向けて～ 第 2 次総合計画・総合戦略の推進 
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 〈2〉子どもたちに知って欲しい“ものづくり”

◎ TANGO 子ども未来プロジェクト（仮称）事業費補助金 （説明資料 P.27） ３３万円   

     本市の機械金属業の振興、また将来の機械金属業就労人材の確保・育成へと繋げていくこと

を目指し、丹後機械工業協同組合が開催するものづくり企業の良さを知ってもらう出前授業等

講座事業を支援。 

   ・TANGO 子ども未来プロジェクト（仮称）事業費補助金   33 万円 

     出前講座にかかる３D プリンター購入費、材料費などの支援 

    ※出前授業等講座事業対象者：小・中学生、保護者    

 

 〈３〉人口減少対策に向けて、総合戦略を推進

● まち・ひと・しごと創生総合戦略推進経費 （説明資料 P.10）      １１万円 

     平成 2９年３月に改定した「京丹後市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の 4 つの基本目標

毎にワーキンググループを立ち上げ、本市の最重要課題である「人口減少対策」について、効

果的な対策を検討。 

・先進地視察経費   11 万円 

 

 

 

 

 

 

● オリンピック・パラリンピックホストタウンの推進 （説明資料 P.29）１９７万円 

      カヌー競技を通じた海外との交流として、韓国に続き、オーストラリアのカヌージュニア

チームを招致し、現地視察、ミニ合宿、交流事業等を実施。 

     

・カヌー連盟監督（1 人）、オリンピアン（1 人）、選手（8 人）、スタッフ（1 人） 

計 11 人 

日程：平成 29 年 9 月 25 日（月）～30 日（土）４泊 5 日 

交流事業（茶道体験等）、歓迎レセプションを開催（予定） 

 

 

 

 

 

 

◎ パイプハウス等整備事業費補助金 （説明資料 P.19） ３，７６６万円 

【ブランド産地形成型】 補助率 55％（府 50％、市 5％） 

         多様な流通に対応した広域的な京のブランド産品の産地づくりの推進を支援 

           網野町ハウス園芸部会（11 棟、メロン） 1,386 万円（事業費 2,520 万円） 

           京都農業協同組合（5 棟、九条ネギ）   474 万円（事業費 863 万円） 

     

【担い手規模拡大型】 補助率 50％（府 45％、市 5％） 

         産地の核となる担い手を中心とした園芸産地づくりの推進を支援 

久美浜町施設園芸組合（4 棟、トマト）  1,494 万円（事業費 2,989 万円） 

久美浜町砂丘特産研究会（6 棟、トマト）  411 万円（事業費 822 万円） 

～ 農業・商業の担い手を支援 ～ 

～ スポーツを活かしたまちづくり ～ 
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◎ 京の米生産イノベーション事業補助金  （説明資料 P.21）         ８９１万円 

「京の米」の新たな需要を創造、拡大し、消費ニーズに応じた米を効率的に生産等するた

めに必要な機械・設備等の導入を支援。 

・京の米生産イノベーション事業補助金 

 

補助対象者：徳光地区特別栽培米組合 

補助額：207 万円（事業費 460 万円 補助率 45％（府 40％、市 5％） 

  導入機械：色彩選別機、コンプレッサー、選別計量機、昇降機 1 式 

   

  補助対象者：株式会社ひらばやし農産 

  補助額：684 万円（事業費 1,243 万円 補助率 55％（府 50％、市 5％） 

導入機械 ：コンバイン 

   

● 創業支援補助金 （説明資料 P.27）                               ４００万円 

創業や、空き店舗･空き工場等活用した新たな事業への取組みを支援する創業支援等補助金

について申請件数の増加見込み所要額を追加。 

 

   ・創業支援補助金 400 万円（補助率 1/4 上限額 100 万円） 

         ※補正後予算額 900 万円 申請見込み件数：9 件（当初提案：5 件分） 

 

 

 

再編交付金を活用した事業等の追加 

米軍基地配置に伴う再編交付金（5 億 9,974 万円）の配分額が示されたことにより、2 事業を

新たに追加し、2 事業を変更するとともに、次年度以降の事業への活用を図るため、再編交付金事

業基金に必要額を積立。 

 

 ○再編交付金事業予算額 

 当初予算額 補正予算計上額 補正後予算額 

予 算 額 5 億 987 万円 2 億 923 万円 7 億 1,910 万円 

財
源 

再編交付金  3 億 9,350 万円 2 億 624 万円 5 億 9,974 万円 

その他の財源 8,045 万円 0 万円 8,045 万円 

一 般 財 源  3,592 万円 299 万円 3,891 万円 

 

◎再編交付金事業基金の積立〈説明資料 P.14〉 １億５，３４４万円 

Ｈ30 年度以降活用予定事業に向けた基金積立を実施。 
〔基金事業〕島津連合区集会施設整備事業補助金ほか 

 

●再編交付金活用事業〈説明資料 P.12〉 ５，５７９万円 

   【主な事業】 

・新規 島津連合区集会施設整備事業≪P.13≫        2,458 万円 
島津地区公会堂（区所有）、島津地区公民館（市所有）を解体し、新たな集会施設

整備を支援。今回の補正では、解体撤去及び、新たな施設整備の実施設計を計上。 
     ＜経過及び予定＞ 

H28：解体設計 
H29：解体工事、集会所整備実施設計 
H30：集会施設整備（再編交付金事業基金を活用し支援予定） 
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・新規 遠下区集会所整備事業補助金≪P.14≫         421 万円 
新たな集会施設整備を支援。今回の補正では、区施設の解体撤去及び新たな施設整備の

実施設計を計上。 
＜経過及び予定＞ 

H29：区施設解体工事、集会所整備実施設計 
H30：集会施設整備 

 

・その他の事業 

袖志地区用水管路布設事業≪P.12≫ 2,000 万円 

市道改修整備事業（市道松蔭寺線の改良）≪P.13≫ 700 万円 

 

≪≫主要事業説明資料ページ 
 

 

 

【その他の主な項目】 

 

● 京都丹後鉄道利用促進対策事業 （説明資料 P.11）           ３，３３６万円 

・タンゴ・ディスカバリーリニューアル補助金 1,091 万円（総事業費 7,950 万円） 

  外装リニューアル（塗装）及び座席、トイレ、壁等の改修（2 両） 

・北近畿タンゴ鉄道支援費基盤管理補助金 562 万円（総事業費 4,099 万円） 

落石現場の山側斜面で石の破砕を実施 

     ・鉄道軌道安全輸送設備等整備事業費補助金 1,683 万円（総事業費 8,694 万円） 

  落石対策事業として、防護柵の設置等 

 

 

◎ 高齢者福祉施設整備事業費補助金 （説明資料 P.17）         ３，０８０万円 

京都府の補助金を活用し、既存の特別養護老人ホームの多床室を個室ユニット化を支援。 

・実施法人：社会福祉法人みねやま福祉会 

・施設名称：総合老人福祉施設はごろも苑 （峰山町長岡 2093 番地） 

多床室 11 室を、パーテーションで区切り、各 4 床の個室ユニット化 

（平成 30 年 3 月改修完了予定） 

 

 

◎ 丹後地域地場産業振興センター展示室活用事業費補助金 （説明資料 P.26）  

  ２５万円 
丹後地域地場産業振興センターが実施する野村克也氏の記念品の常設展示開設に向け

た展示室活用アドバイザーの配置する取組みを支援。 

・丹後地域地場産業振興センター展示室活用事業費補助金 25 万円 

 

 

● 社会資本総合整備事業交付金 （説明資料 P.31）             １，４００万円 

社会資本総合整備事業交付金の内示額にあわせて、特殊橋梁等の点検経費を追加。 

・橋梁点検業務 

当初予算時 228 橋 → 補正後 238 橋（補正後予算額：7,000 万円） 
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◎ （仮称）主要地方道網野岩滝線改修期成同盟会負担金 （説明資料 P.31）  ３万円 

府道網野岩滝線の道路改修を促進するため、沿線の与謝野町とともに期成会を設立。 

構成員：京丹後市及び与謝野町の首長、議会議長、議会議員、関係区長 

平成 29 年 8 月設立予定 

 

 

◎ 上下水道部移転経費 （説明資料 P.9、P.16） ３４２万円 

網野庁舎本館の上下水道部を丹後庁舎へ移転するとともに、網野庁舎本館の宿直室を、網

野健康福祉センターへ移転。 

・上下水道部移転経費 292 万円（事務机等移動、パソコン移設費、案内看板等） 

      ・網野庁舎宿直室移転経費 50 万円 

       ※上水道、簡易水道の中央監視システム移転等の経費は、特別会計等で計上 

 

◎ 旧三津小学校の民間活用に伴う備品移設等 （説明資料 P.8） ５４万円 

網野町の旧三津小学校校舎及び体育館を民間企業に賃貸するため、校舎等に保管されてい

るピアノ、耐火金庫等を移設。 

・ピアノ運搬及び調律、耐火金庫等備品運搬設置及び廃棄物処分等 

 

 

 

 

 

■ ４月の人事異動等に伴う職員人件費の調整 △２，１９７万円 

  

【主な補正財源】 

国府支出金のほか、市債、繰越金、諸収入などで財源確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

京丹後市ホームページで補正予算編成の経過を公表しています。 

各部局要求額→財政課･財務部長査定→市長査定 


